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1 概要

活動銀河核 (AGN)は 1033 1042 [W]程度の高い放射量を持つ銀河中心核である。その大きな特徴とし
て、双方向に光速に近い速度でγ線 電波までのあらゆる周波数の放射を行っているAGNジェットがあ
る。その AGNジェットはまだ未解明な点が多くあり、その一つとして、γ線放射のメカニズム、その
放射領域が明らかにされていないことが挙げられる。これらを解明すべく、観測事実を説明するための
様々なジェットモデルが考えられているが、AGNの統一モデルの観点からすると、どのAGNに関して
も説明出来る汎用性の高いモデルを考えなければならない。そのためにはγ線放射をする AGNの多く
の種族のサンプルが必要となる。

2 Fermi-LAT検出器によるγ線天体サーベイ

2008年から Fermi-LAT検出器による、全天を対象としたγ線天体サーベイが行われている (図１)。
その２年間の結果をまとめた Fermi Large Area Telescope Second Source Catalog(2FGLreference)に
収録されている 1873天体のうち、周期変動や天体の構造、変動の相関性などによって同定された天体
は 1171天体である。そのうち、1092天体が AGNであり、その中の 806天体が電波で明るい Blazar

であることがわかった。つまり、Blazar 以外の同定済みの AGN の種族は少ないということになる。

図 1: 2FGLに収録されているγ線天体の同定結果

3 研究目的・観測

私たちの最終的な研究目的は AGNジェット
のγ線放射メカニズムの解明である。そのため
にはγ線を伴う電波で暗い Blazarや他の種族
のAGNのサンプルが必要である。
そこで、2FGL内の未同定γ線源の位置誤差

に含まれる電波源に対し、広帯域VLBIによる
高感度観測を実施し、γ線源の対応電波源を多
数見つけることを目的とした。検出しているか
の確認は解析ソフト「AIPS」を用いた。
先行研究 [1]から、銀緯 |b|=40-50◦に位置す

るγ線源において高い検出率を示していたため
(図２)、高銀緯に位置する電波源を観測するこ
とで、高い確率で検出できると予想した。今回
観測した天体の選定条件を (1)|b| > 40◦とし、またγ線１天体の位置誤差内に位置する電波源を全て観
測するために (2)位置誤差内に含まれる電波源数が 10天体以下である、という条件をつけた。この２つ
の条件を満たす未同定γ線源 34天体の位置誤差内の電波源をNVSSと FIRSTのデータ [3],[4]を参照し
探したところ、全部で 98天体となった。観測は大学 VLBI連携に所属する山口局-日立局の 1基線で行
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い、1天体あたり 10分観測を行った。周波数は 8.4 [GHz]で、帯域幅は 512 [MHz]。今回の観測では検
出感度 (6σ)は 1.4 [mJy]が期待できる。

4 結果・考察

選定した 98天体を観測したところ、表１に表す 22天体のフリンジの検出に成功した。これら 22天体
のうちほとんどはそれぞれ 1つのγ線天体に対して 1つ検出されているが、なかには 1つのγ線天体に
対して複数の電波源でフリンジが検出されたものもある。
未同定γ線天体における VLBI天体の検出率を考えると、今回は 61%、先行研究では 10%であった。

今回の観測の検出率の向上の要因の一つに１天体の観測時間が長かったことが考えられる。先行研究 [1]

では 1天体あたりの観測時間は３分であったのに対し、今回の観測時間は１０分だった。積分時間が３
倍になったことで、検出感度が

√
3 倍に向上すると予想されるため、検出率が上がったのではないかと

考えられる。

5 今後の展望

今回は高銀緯に位置するγ線天体に対応する可能性のある電波源の探査を行い、[1]に比べて高い確率
で電波源が検出できた。今後、検出したVLBI天体の他波長天体を用いて作成する SED(Spectral Energy

Distribution)を使う等して、これらの天体の同定を行っていく。
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図 2: 先行研究で観測したγ線天体の各銀緯毎の (上)観測天体数 (下)検出率　　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　表 1.検出した電波源とその対応するガンマ天体
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